
令和２年度登別市立図書館 重点施策 

 

～豊かな時間を図書館で～ 
 

【教育行政執行方針】 

「図書館については、ボランティアとの協働による郷土資料の収集とデジタル化、郷土史関連講座の

開催、アイヌに関する文献収集を進めるとともに、引き続きブックスタートやライブラリースタート、お

はなし会、「ビブリオバトルの夕べ」を実施するなど、読書や文化に親しむ環境づくりを推進してまい

ります。」 

 

○追加事業：電子図書館の開設（補正予算） 

（新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業） 

・電子図書館プラットフォームの選定と電子資料収集方針の策定・選書。 

①学校司書と連携して学校図書館の利用実態に即した児童書の選書を行う。 

②アイヌ関連資料および北海道の地域出版社による刊行物を選書する。 

・GIGAスクール構想の取組との連携 

（市立小中学校の児童生徒のタブレットからのログイン方法、ID とパスワードの交付と管

理について学校教育グループと協議・決定する） 

・『図書館通信』に電子図書館ページを追加し利用方法と電子資料紹介を行う。 

 

○地域資料デジタル化事業（アイヌ政策推進交付金事業） 

 登別関連の行政資料や郷土資料など地域資料のデジタル化に取り組む。 

 ・行政資料や郷土資料のスキャンに取り組む。 

 ・市民活動サポーターとの協働で郷土資料のデジタル化作業に取り組む。 

 

○アイヌ文献収集事業（アイヌ政策推進交付金事業＝２年目） 

・昨年度に引き続きアイヌ資料の収集と整理・装備・登録を行う。 

・アイヌ書架の開設、資料展示の改善と充実を図る。 

・アイヌ関連講座の開催（アイヌ語や知里真志保・幸恵関連） 

 

○図書館ホームページの改造 

・図書館市民活動サポーターの支援による図書館ホームページの改造 

（レスポンシブWebデザイン化、電子図書館開設対応、郷土資料コンテンツの追加） 

 

○資料 

・書架の飽和状態の解消のため資料除籍を進める。 

・除籍資料の有効活用を図る。 

・寄贈資料の登録の迅速化と書誌の質向上。 

・延滞者や長期未返却者への督促の推進と不明本の対処を進める。 

 

○事業・展示 

・ライブラリースタート事業の配布率の向上に努める。 

 

○温泉配本所の閉鎖 

・令和２年度末で温泉ふれあいセンターが閉鎖されることに伴い、閉鎖される温泉配本所の蔵

書の移動と書架の移設。 

・温泉地区へのこぐま号の巡回（ステーション新設と運行スケジュール編成） 

・利用案内パンフレットの刷新・印刷（内容やデザインの見直し・電子図書館の記載） 


